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神
戸
女
学
院
で
の
、
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
に
関

す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
津
上
先
生
か
ら

ご
案
内
を
い
た
だ
い
て
は
や
二
年
と
な
り

ま
し
た
。
以
来
、
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
通
信
を
拝

見
し
、
講
義
の
た
め
学
校
へ
伺
わ
せ
て
い
た

だ
く
中
で
、
そ
の
取
り
組
み
の
充
実
に
感
銘

を
受
け
て
い
ま
す
。 

         

私
自
身
、
音
楽
の
楽
し
さ
を
沢
山
の
方
々

に
知
っ
て
、
感
じ
て
い
た
だ
き
た
い
と
、
少

し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
様
々
な
試
み
を

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、
財
団
法
人
地

域
創
造
に
関
わ
り
な
が
ら
、
地
域
で
の
芸
術

文
化
活
動
の
あ
り
よ
う
に
つ
い
て
、
見
聞
き

し
、
こ
れ
か
ら
の
可
能
性
に
つ
い
て
考
え
る

こ
と
も
多
く
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

 

現
在
、
私
が
感
じ
る
こ
と
は
、 

 一
、 

今
後
、
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動
の
重
要
性

が
増
す
で
あ
ろ
う
こ
と 

 
 

不
安
定
極
ま
り
な
い
社
会
に
お
い
て
、

音
楽
が
、
芸
術
が
果
た
す
役
割
は
、
計

り
知
れ
な
い
。 

 
 

ま
た
、
必
要
と
し
て
い
る
人
達
、
場
面

は
、
多
様
化
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
ニ

ー
ズ
に
ど
の
よ
う
に
、
ど
う
や
っ
て
対

応
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
教

育
の
場
で
体
系
的
に
考
え
て
い
く
こ

と
が
急
務
で
あ
る
。 

         

二
、
音
楽
を
表
現
の
手
段
と
す
る
人
達
の
、

活
動
の
場
の
拡
大
が
必
要
で
あ
る
こ
と
。 

何
の
た
め
に
、
演
奏
す
る
の
か
、
勉
強

し
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
、
自
己

認
識
し
て
、
よ
り
有
意
義
な
学
生
生
活

を
送
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
皆
で
支

え
あ
っ
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。 

 

音
楽
に
触
れ
る
場
は
、
コ
ン
サ
ー
ト
会
場

に
限
る
こ
と
で
は
な
い
の
で
す
。
病
院
で
、

学
校
で
、
地
域
の
街
角
で
、
音
楽
の
輪
が
広

ま
っ
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
、
素
晴
ら
し
さ

を
、
神
戸
女
学
院
の
学
生
の
皆
さ
ん
に
是
非

知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
人
間
に
は
、
三
つ
の
欲
求
が
あ
る
と
い
い

ま
す
。
こ
れ
ら
が
、
な
ん
ら
か
の
形
で
満
た

さ
れ
な
い
と
人
は
不
幸
で
あ
る
と
い
う
こ

と
で
す
。 

  

一
、 

自
己
実
現 

 

何
か
を
成
し
え
た
と
い
う
実
感
を
も
つ
こ
と 

二
、
自
己
表
現 

 

自
分
を
表
現
し
た
い
と
い
う
こ
と 

三
、
自
己
向
上 

 

よ
り
よ
く
あ
ろ
う
と
す
る
こ
と 

 ア
ウ
ト
リ
ー
チ
の
活
動
は
こ
れ
ら
を
実

現
さ
せ
て
く
れ
る
貴
重
な
活
動
で
す
。 

 

神
戸
女
学
院
の
取
り
組
み
は
、
全
国
の
中

で
も
、
先
駆
け
と
し
て
、
注
目
を
浴
び
、
ま

た
、
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。 今

後
、
益
々
の
活
躍
発
展
を
心
か
ら
お
祈

り
し
て
い
る
と
と
も
に
、
可
能
性
の
探
求
を

私
も
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

  
 
 
 
 
 

 

♪ 
 

 
 仲

道
郁
代 

 

デ
ビ
ュ
ー
以
来
二
十
年
に
わ
た

っ
て
第
一
線
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
と
し
て
内
外
で
活

躍
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
全
曲
録
音
に
取
り
組
む
ほ

か
、
十
年
間
に
わ
た
り
、
芝
居
と
音
楽
を
組
み
合

わ
せ
た
大
人
の
た
め
の
「
仲
道
郁
代
の
音
楽
学

校
」
「
仲
道
郁
代
の
ゴ
メ
ン
！
遊
ば
せ
ク
ラ
シ
ッ

ク
」
を
開
催
、
ま
た
、
ピ
ア
ノ
と
ス
ラ
イ
ド
で
つ

づ
る
子
ど
も
た
め
の
「
星
の
ど
う
ぶ
つ
た
ち
」「
光

の
こ
ど
も
た
ち
」
を
七
年
、
継
続
・
発
展
さ
せ
て

い
る
。 
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子
ど
も
の
た
め
の 

コ
ン
サ
ー
ト
・
シ
リ
ー
ズ 

 

  

第
十
六
回 
ク
リ
ス
マ
ス
・
コ
ン
サ
ー
ト 

           

十
二
月
十
六
日
（
土
）
、
本
学
講
堂
に
て

「
子
ど
も
の
た
め
の
ク
リ
ス
マ
ス
・
コ
ン
サ

ー
ト
」
（
子
ど
も
の
た
め
の
コ
ン
サ
ー
ト
・

シ
リ
ー
ズ
第
十
六
回
）
を
開
催
し
ま
し
た

（
第Ⅰ

部
・
十
一
時
～
、
第Ⅱ

部
・
十
六
時

～
、
来
場
者
数
一
二
七
七
名
）。 

 

出
演
は
、「
音
楽
に
よ
る
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
」

既
習
生
を
含
む
八
名
。
ピ
ア
ノ
や
打
楽
器
、

フ
ル
ー
ト
、
オ
ル
ガ
ン
と
い
っ
た
多
彩
な
楽

器
に
歌
も
加
わ
り
、
ソ
ロ
演
奏
や
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
で
ク
リ
ス
マ
ス
に
ふ
さ
わ
し
い
華
や

か
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
お
届
け
し
ま
し
た
（
声

楽
・
南
香
代
子
／
ピ
ア
ノ
・
河
戸
茉
悠
、
伊

規
須
彩
花
、
多
田
安
希
子
、
谷
村
早
聴
子
／

打
楽
器
・
田
中
麻
衣
子
／
フ
ル
ー
ト
・
増
田

み
の
り
／
オ
ル
ガ
ン
・
川
勝
さ
ち
こ
）。 

 

オ
ル
ガ
ン
で
ワ
イ
ン
ラ
イ
ト
作
曲
《
目
覚

め
よ
》
（
ロ
ー
ズ
ソ
ー
ン
編
）
が
高
ら
か
に

奏
で
ら
れ
、
一
気
に
客
席
を
ク
リ
ス
マ
ス
の

世
界
へ
。
そ
の
後
、
Ｍ
・
ト
ー
メ
／
Ｒ
・
ウ

ェ
ル
ズ
《
ク
リ
ス
マ
ス
・
ソ
ン
グ
》
、
Ｊ
・

Ｓ
・
ピ
ア
ポ
ン
ト
《
ジ
ン
グ
ル
・
ベ
ル
》
な

ど
の
ク
リ
ス
マ
ス
曲
の
他
、
Ｊ
・
Ｓ
・
バ
ッ

ハ
《
主
よ 

人
の
望
み
の 

喜
び
よ
》、
Ｗ
・

Ａ
・
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
《
フ
ル
ー
ト
協
奏
曲 

ニ
長
調
》、
Ｍ
・

シ

ュ

ミ

ッ

ト

《

ガ

ー

ナ

イ

ア
》
な
ど
そ
れ

ぞ
れ
の
楽
器
の

魅
力
を
味
わ
え

る
ク
ラ
シ
ッ
ク

曲
を
演
奏
し
ま

し
た
。 

リ
ボ
ン
を
使
っ
た
リ
ズ
ム
遊
び
で
は
、
初

め
て
会
場
で
出
会
っ
た
お
友
達
と
一
緒
に
、

色
々
な
種
類
の
リ
ズ
ム
を
《
ジ
ン
グ
ル
・
ベ

ル
》
に
の
せ
て
楽
し
み
ま
し
た
。
子
ど
も
た

ち
は
、
リ
ボ
ン
の
色
ご
と
に
違
う
リ
ズ
ム
を

打
ち
、
音
楽
に
合
わ
せ
て
動
い
た
り
止
ま
っ

た
り
と
大
忙
し
。
そ
の
ほ
か
に
讃
美
歌
メ
ド

レ
ー
を
歌
う
な
ど
、
お
客
様
に
も
コ
ン
サ
ー

ト
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
会
場
が
一
つ
と

な
っ
て
コ
ン
サ
ー
ト
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。 

              

お
客
様
か
ら
は
、
「
素
敵
な
ク
リ
ス
マ
ス

の
思
い
出
に
な
っ
た
」、「
子
ど
も
た
ち
は
ク

リ
ス
マ
ス
の
楽
し
い
曲
を
聴
き
、
楽
器
に
も

触
れ
、
大
満
足
だ
っ
た
」、「
生
の
音
楽
の
良

さ
を
子
ど
も
が
感
じ
ら
れ
る
い
い
機
会
だ
」

と
い
っ
た
お
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
コ
ン

サ
ー
ト
後
の
出
演
者
に
は
安
堵
と
喜
び
の

表
情
が
み
て
と
れ
、
会
場
を
後
に
さ
れ
る
お

客
様
と
の
交
流
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。 

出
演
者
は
、
た
く
さ
ん
の
お
客
様
と
の
触

れ
合
い
を
通
じ
て
学
ん
だ
こ
と
が
多
く
、
ま

た
、
会
場
の
温
か
い
雰
囲
気
や
お
客
様
の
反

応
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
て
、
今
後
演
奏

活
動
を
続
け
て
い
く
大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
も
な
っ
た
よ
う
で
す
。
出
演
者
、
お
客
様
、

そ
し
て
コ
ン
サ
ー
ト
を
支
え
て
く
れ
た
裏

方
の
ス
タ
ッ
フ
全
員
が
一
体
と
な
っ
て
、
今

回
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
作
り
あ
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
今
後
も
地
域
の
皆
様
に
喜
ば

れ
る
子
ど
も
の
た
め
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
お

贈
り
し
た
い
と
思
い
ま
す
。（
寺
澤
彩
・
記
） 

             

   
チェレスタ体験 

フルート体験 

出演者、スタッフ一同 
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ア
ウ
ト
リ
ー
チ
実
習
報
告 

  

神
戸
市
立
中
央
市
民
病
院 

 

十
一
月
二
十
九
日
（
水
）
、
神
戸
市
立
中

央
市
民
病
院
（
神
戸
市
立
中
央
区
港
島
中
町

四
丁
目
六
番
地
）
に
て
院
内
コ
ン
サ
ー
ト
を

行
い
ま
し
た
（
声
楽
・
高
林
保
子
、
海
老
原

ゆ
か
り
／
フ
ル
ー
ト
・
片
岡
朗
子
／
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
・
東
瑛
子
／
ピ
ア
ノ
・
生
駒
直
美
、

今
中
百
合
）。 

 

前
回
（
八
月
三

日
）
の
コ
ン
サ
ー

ト
で
好
評
を
頂

い
て
い
た
の
で
、

今
回
は
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
専
攻
の

三
回
生
の
協
力

を
得
て
編
成
を

変
え
、
よ
り
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
工

夫
し
ま
し
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
二
〇
〇
七

年
に
山
田
耕
筰
が
生
誕
百
二
十
周
年
を
迎

え
る
の
で
《
か
ら
た
ち
の
花
》《
赤
と
ん
ぼ
》、

そ
し
て
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
名
曲
《
タ
イ
ス
の
瞑

想
曲
》《
ガ
ヴ
ォ
ッ
ト
》
、
皆
様
よ
く
ご
存
知

の
《
上
を
向
い
て
歩
こ
う
》
な
ど
親
し
み
や

す
い
曲
を
中
心
に
し
ま
し
た
。 

 

 

会
場
は
ほ
ぼ
満
席
で
、
寝
た
き
り
の
患
者

さ
ん
や
点
滴
を
さ
れ
た
ま
ま
の
患
者
さ
ん

も
来
て
下
さ
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
コ
ン

サ
ー
ト
の
経
験
が
ま
だ
あ
ま
り
な
い
三
回

生
は
お
話
な
ど
で
緊
張
し
た
場
面
も
あ
っ

た
よ
う
で
す
が
、
幼
稚
園
や
小
学
校
で
の
実

習
と
は
違
い
、
み
な
さ
ん
に
見
守
ら
れ
て
い

る
よ
う
な
感
じ
を
持
ち
な
が
ら
演
奏
す
る

事
が
で
き
ま
し
た
。 

 

一
緒
に
歌
う
コ
ー
ナ
ー
で
は
皆
さ
ん
元

気
に
笑
顔
で
歌
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
演

奏
会
終
了
後
も
皆
様
笑
顔
で
帰
ら
れ
て
、
心

を
込
め
て
演
奏
す
れ
ば
自
分
た
ち
の
演
奏

で
も
、
音
楽
の
楽
し
さ
を
伝
え
る
こ
と
が
で

き
る
の
だ
と
感
じ
た
ひ
と
と
き
で
し
た
。 

 

神
戸
市
立
中
央
病
院
の
皆
様
、
良
い
勉
強

の
機
会
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。 

 
 
 
 

（
高
林
保
子
・
記
） 

  

神
戸
医
療
セ
ン
タ
ー 

十
二
月
十
四
日
（
木
）
、
神
戸
医
療
セ
ン

タ
ー
（
神
戸
市
須
磨
区
西
落
合
三
丁
目
一
番

一
号
）
に
て
、
ク
リ
ス
マ
ス
・
コ
ン
サ
ー
ト

を
行
い
ま
し
た
（
声
楽
・
谷
田
奈
央
／
フ
ル

ー
ト
・
今
井
さ
つ
き
／
ピ
ア
ノ
・
西
村
遥
子
、

谷
優
似
子
）。 

 

昨
年
八
月
に
続
い
て
二
度
目
の
コ
ン
サ

ー
ト
で
あ
る
今
回
は
、
讃
美
歌
《
諸
人
こ
ぞ

り
て
》《
牧
人
ひ
つ
じ
を
》《
き
よ
し
こ
の
夜
》

な
ど
ク
リ
ス
マ
ス
に
ち
な
ん
だ
曲
は
勿
論

の
事
、
《
く
る
み
割
り
人
形
》
《
ハ
バ
ネ
ラ
》

《
冬
景
色
》
な
ど
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
名
曲
も
取

り
入
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
ま
し
た
。 

 

 

コ
ン
サ
ー
ト
が
始
ま
る
と
多
く
の
方
が

集
ま
っ
て
来
て
く
だ
さ
り
、
讃
美
歌
集
を
持

参
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
も
あ
り
ま
し
た
。
演

奏
会
終
了
後
に
は
多
く
の
方
が
声
を
か
け

て
く
だ
さ
り
、
「
寿
命
が
十
年
延
び
た
」
と

言
っ
て
く
だ
さ
っ
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
。 

 

         

今
回
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
今
ま
で
ア
ウ

ト
リ
ー
チ
・
セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
に
頼
っ

て
い
た
先
方
と
の
事
務
連
絡
も
自
分
た
ち

で
責
任
を
持
っ
て
行
い
ま
し
た
。
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
版
下
作
り
な
ど
も
思
っ
た
以
上
に
大

変
で
し
た
が
、
そ
の
分
、
終
わ
っ
た
後
の
達

成
感
も
大
き
く
、
ま
た
こ
の
春
の
卒
業
後
は

こ
の
授
業
の
履
修
生
と
し
て
で
は
な
く
、
自

分
自
身
で
音
楽
活
動
の
場
を
探
す
こ
と
に

な
り
ま
す
の
で
、
そ
の
た
め
の
よ
い
勉
強
に

な
り
ま
し
た
。 

 
 

（
谷
田
奈
央
・
記
） 
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雲
雀
丘
学
園
小
学
校 

        

十
二
月
十
八
日
（
月
）
、
雲
雀
丘
学
園
小

学
校
（
兵
庫
県
宝
塚
市
雲
雀
丘
四
丁
目
二
番

一
号
、
岩
﨑
優
校
長
）
に
て
フ
ル
ー
ト
の
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た

（
フ
ル
ー
ト
・
山
上
綾
華
、
上
原
梨
絵
、
今

井
さ
つ
き
／
ピ
ア
ノ
・
生
駒
直
美
）
。 

 

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
良
さ
を
わ
か
っ
て
も

ら
う
為
に
《
フ
ル
ー
ト
吹
き
の
休
日
》
《
小

さ
な
世
界
》
《
星
に
願
い
を
》
を
、
フ
ル
ー

ト
を
一
本
ず
つ
増
や
し
な
が
ら
演
奏
し
た

り
、
後
ろ
を
向
い
て
も
ら
い
二
本
、
三
本
に

楽
器
が
増
え
た
ら
手
を
挙
げ
て
も
ら
う
ク

イ
ズ
形
式
に
し
た
り
、
リ
コ
ー
ダ
ー
と
一
緒

に
合
奏
す
る
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
る
等
、
楽
し

く
学
べ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
り
を
心
が
け
ま

し
た
。 

 

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
、
フ
ル
ー
ト
の
説
明
、
リ

コ
ー
ダ
ー
と
の
共
演
な
ど
、
四
十
五
分
の
授

業
の
間
、
「
反
応
を
返
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う

か
」
「
演
奏
を
静
か
に
聞
い
て
く
れ
る
か
ど

う
か
」
な
ど
心
配
し
ま
し
た
が
、
フ
ル
ー
ト

に
対
す
る
質
問
も
多
数
出
て
盛
り
上
が
り
、

ピ
ッ
コ
ロ
、
ア
ル
ト
フ
ル
ー
ト
、
バ
ス
フ
ル

ー
ト
を
見
せ
た
時
は
、
子
ど
も
た
ち
の
目
が

キ
ラ
キ
ラ
し
て
楽
し
そ
う
に
笑
っ
て
く
れ

ま
し
た
。 

 

た
だ
演
奏
す

る
だ
け
で
な
く
、

フ
ル
ー
ト
の
ア

ウ
ト
リ
ー
チ
と

し
て
特
化
し
た

プ
ロ
グ
ラ
ム
を

考
え
て
実
施
し

た
こ
と
に
よ
っ

て
、
自
分
た
ち
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
開
拓
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後

は
、
演
奏
の
時
間
の
配
分
等
で
改
善
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

雲
雀
丘
学
園
小
学
校
の
皆
様
、
こ
れ
か
ら

の
活
動
に
役
立
つ
良
い
機
会
と
な
り
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

（
山
上
綾
華
・
記
） 

 

甲
陽
園
小
学
校 

 

         

一
月
三
十
一
日
（
水
）
、
西
宮
市
立
甲
陽

園
小
学
校
（
西
宮
市
甲
陽
園
本
庄
町
一
番
七

十
二
号
、
梅
岡
己
則
校
長
）
に
て
、
「
ク
ラ

シ
ッ
ク
の
曲
を
楽
し
く
き
こ
う
」
と
題
し
た

演
奏
を
行
い
ま
し
た
（
フ
ル
ー
ト
・
上
原
梨

絵
、
山
上
綾
華
、
片
岡
朗
子
／
ピ
ア
ノ
・
白

坂
亜
紀
）。 

 

ソ
ロ
、
デ
ュ
オ
、
ト
リ
オ
と
様
々
な
形
で

フ
ル
ー
ト
の
魅
力
を
伝
え
る
た
め
に
、
《
フ

ル
ー
ト
吹
き
の
休
日
》
な
ど
フ
ル
ー
ト
の
特

徴
を
活
か
し
た
も
の
や
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の

オ
ペ
ラ
『
フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚
』
よ
り
《
も
う

飛
ぶ
ま
い
ぞ
、
こ
の
蝶
々
》
、
ま
た
ピ
ア
ノ

ソ
ロ
の
シ
ョ
パ
ン
《
子
犬
の
ワ
ル
ツ
》
も
交

え
る
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
を
飽
き
さ
せ
な
い

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
目
指
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
小
学
生
に
「
指
揮
者
」
の
役
割
を

し
て
も
ら
い
、
一
緒
に
音
楽
を
創
る
と
い
う

挑
戦
も
し
て
み
ま
し
た
。 

演
奏
終
了
後
、
予
想
外
に
ア
ン
コ
ー
ル
の

リ
ク
エ
ス
ト
を
い
た
だ
き
、《
さ
ん
ぽ
》《
星

に
願
い
を
》
を
演
奏
し
ま
し
た
。
出
演
し
た

履
修
生
か
ら
は
、
「
小
学
三
年
生
へ
の
実
習

は
初
め
て
だ
っ
た
の
で
す
が
、
子
ど
も
達
の

反
応
が
よ
く
、
と
て
も
演
奏
し
や
す
か
っ
た

で
す
」
「
ア
ン
コ
ー
ル
の
曲
を
準
備
し
て
い

な
か
っ
た
の
で
、
今
後
は
前
も
っ
て
用
意
し

て
お
き
た
い
で
す
」
な
ど
、
今
後
の
課
題
も

明
確
に
な
っ
た
貴
重
な
コ
ン
サ
ー
ト
で
し

た
。 事

前
の
準
備
や
、
演
奏
者
の
送
迎
を
し
て

く
だ
さ
っ
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
み
な
さ
ま
、
す
て
き

な
機
会
を
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 

 
 
 
 
 
 

（
絹
田
朋
子
・
記
） 
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プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告 

何の動物かな？ 

  

養
護
学
校
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

            

十
一
月
十
日
（
金
）、
十
七
日
（
金
）、
十

二
月
一
日
（
金
）
の
三
日
間
、
兵
庫
県
立
こ

や
の
里
養
護
学
校
（
片
村
文
系
校
長
、
音
楽

教
諭
・
佐
藤
啓
子
先
生
、
香
春
恵
美
先
生
）

小
学
部
に
て
、
養
護
学
校
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

行
い
ま
し
た
。
こ
の
実
習
で
は
、
授
業
に
組

み
込
ま
れ
て
い
る
リ
ト
ミ
ッ
ク
の
コ
ー
ナ

ー
（
十
分
）
を
担
当
し
、
授
業
の
最
後
に
一

曲
演
奏
を
披
露
す
る
と
い
う
形
で
取
り
組

み
ま
し
た
（
十
日
…
オ
ル
ガ
ン･

川
勝
さ
ち

こ
、
ピ
ア
ノ
・
藤
村
真
代
、
声
楽
・
高
林
保

子
／
十
七
日
…
川
勝
さ
ち
こ
、
藤
村
真
代
、

ピ
ア
ノ
・
高
橋
紗
代
、
フ
ル
ー
ト
・
山
上
綾

華
／
十
二
月
一
日
…
藤
村
真
代
、
ピ
ア
ノ
・

西
村
遥
子
、
白
坂
亜
紀
、
高
林
保
子
、
声
楽
・

谷
田
奈
央
）。 

 

実
習
初
日
は
、
授
業
だ
け
で
な
く
各
ク
ラ

ス
の
朝
の
会
か
ら
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
事
前
に
子
ど
も
た
ち
の
様
子
を
見

る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
思
っ
た
よ
り
ス
ム

ー
ズ
に
授
業
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

リ
ト
ミ
ッ
ク
の
テ
ー
マ
は
「
呼
吸
を
合
わ

せ
て
一
緒
に
動
く
」
。
動
物
の
動
き
を
題
材

と
し
ま
し
た
。
ま
ず
、
動
き
の
特
徴
の
捉
え

や
す
い
動
物
を
選
び
、
そ
の
動
き
に
合
わ
せ

た
曲
を
自
分
た
ち
で
作
曲
し
て
準
備
し
ま

し
た
。 

第
一
回
目

の
題
材
は
「
ウ

サ
ギ
」
と
「
ゴ

リ
ラ
」。
ま
ず
、

ウ
サ
ギ
の
絵

を
見
せ
、
子
ど

も
た
ち
に
何

の
動
物
か
を

問
い
か
け
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
「
う

さ
ぎ
ー
！
」
と
元
気
な
答
え
が
返
っ
て
き
ま

し
た
。
そ
れ
か
ら
、
ウ
サ
ギ
の
動
き
の
特
徴

で
あ
る
ジ
ャ
ン
プ
の
お
手
本
を
見
せ
、
そ
の

後
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
音
楽
に
の
っ
て

ジ
ャ
ン
プ
。
音
楽
が
終
わ
っ
た
と
き
に
丁
度

向
か
い
合
っ
た
人
と
「
こ
ん
に
ち
は
」
の
挨

拶
を
し
て
、
一
連
の
動
き
が
終
了
し
ま
す
。

同
じ
方
法
で
今
度
は
「
ゴ
リ
ラ
」
の
動
作
を

み
ん
な
で
音
楽
に
合
わ
せ
て
真
似
ま
し
た
。

こ
ち
ら
は
音
楽
の
テ
ン
ポ
に
合
わ
せ
て
、
速

く
動
い
た
り
、
遅
く
動
い
た
り
、
と
い
う
点

を
新
た
に
加
え
、
み
ん
な
で
歌
い
な
が
ら
動

き
回
り
ま
し
た
。
最
後
に
ピ
ア
ノ
演
奏
で
モ

ー
ツ
ァ
ル
ト
《
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
》
を
披
露
し

ま
し
た
。
初
め
て
の
実
習
は
あ
っ
と
い
う
間

に
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
思
っ
た
以

上
に
子
ど
も
た
ち
の
反
応
が
あ
り
、
確
か
な

手
ご
た
え
を
感
じ
ま
し
た
。 

第
二
回
の
実
習
で
は
、
新
た
に
「
鳥
」
を

加
え
、
両
手
を
広
げ
自
由
に
動
く
こ
と
に
よ

っ
て
、
鳥
が
空
を
飛
ん
で
い
る
動
き
を
表
現

し
て
み
ま
し
た
。
自
由
に
イ
メ
ー
ジ
し
て
動

い
て
ほ
し
か
っ
た
た
め
、
事
前
に
お
手
本
を

見
せ
る
こ
と
を
し
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
そ

れ
が
逆
に
難
し
か
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
し
て
、

最
後
に
フ
ル
ー
ト
独
奏
で
松
村
崇
継
《
ア
ー

ス
》
を
お
届
け
し
ま
し
た
。 

           

第
三
回
は
「
ぞ
う
」
を
加
え
、
盛
り
だ
く

さ
ん
の
内
容
に
な
り
ま
し
た
。
一
、
二
回
目

の
反
省
点
を
生
か
す
こ
と
で
、
よ
り
ス
ム
ー

ズ
に
授
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

こ
の
日
は
ク
リ
ス
マ
ス
が
近
か
っ
た
の
で
、

ピ
ア
ポ
ン
ト
《
ジ
ン
グ
ル
・
ベ
ル
》
に
、
鈴
、

タ
ン
バ
リ
ン
、
カ
ス
タ
ネ
ッ
ト
を
加
え
て
演

奏
し
ま
し
た
。
三
回
目
と
な
る
と
、
み
ん
な

積
極
的
に
動
い
て
く
れ
て
、
と
て
も
楽
し
い

雰
囲
気
で
授
業
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。 

こ
の
実
習
に
参
加
し
て
感
じ
た
こ
と
は
、

子
ど
も
た
ち
の
様
々
な
症
状
に
つ
い
て
も

っ
と
勉
強
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
い
う
こ

と
で
す
。
子
ど
も
に
よ
っ
て
は
自
分
か
ら
想

像
し
て
動
く
の
が
難
し
い
こ
と
、
ま
た
出
来

る
動
作
が
限
ら
れ
る
こ
と
な
ど
、
非
常
に
多

く
の
個
性
が
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
ま

た
、
養
護
学
校
で
は
色
々
な
場
面
で
音
楽
が

使
わ
れ
て
い
る
の
を
見
て
、
そ
の
多
様
性
と

可
能
性
に
驚
か
さ
れ
る
こ
と
も
多
々
あ
り

ま
し
た
。
日
頃
大
学
で
勉
強
し
て
い
る
の
と

は
違
う
面
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
自
分
の
音
楽
へ
の
関
わ
り
方
を
改

め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
色
々
反
省
点

も
あ
り
ま
す
が
、
子
ど
も
た
ち
と
の
触
れ
合

い
は
楽
し
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取

れ
た
時
の
喜
び
は
本
当
に
大
き
な
も
の
で

す
。 二

月
に
あ
と
三
回
の
実
習
を
控
え
て
い

ま
す
が
今
か
ら
と
て
も
楽
し
み
で
す
。
こ
れ

ま
で
の
経
験
を
生
か
し
、
よ
り
よ
い
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
実
施
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

（
川
勝
さ
ち
こ
・
記
） 

 

一緒に動きましょう 

フルート独奏 
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ひ
よ
こ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

         

新
た
な
長
期
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
、

「
ひ
よ
こ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
始
動
し
ま
し

た
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
英
語
の
歌
と
リ

ト
ミ
ッ
ク
で
、
子
ど
も
た
ち
に
外
国
語
の
響

き
と
リ
ズ
ム
に
慣
れ
親
し
ん
で
も
ら
お
う

と
い
う
も
の
で
、
英
文
学
科
と
音
楽
学
科
の

学
生
が
共
同
で
行
い
ま
す
。
今
年
度
は
英
文

学
科
教
職
課
程
履
修
生
（
四
回
生
）
七
名
、

音
楽
学
科
「
音
楽
に
よ
る
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
」

履
修
生
（
三
回
生
）
二
名
、
二
回
生
一
名
の

計
十
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

昨
年
九
月
二
十
日
（
水
）
に
、
田
村
朋
子

講
師
に
よ
る
リ
ト
ミ
ッ
ク
の
講
習
会
を
実

施
。
そ
の
後
、
原
田
園
子
英
文
学
科
教
授
の

指
導
の
も
と
、
実
施
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
綿
密
に

計
画
し
、
十
一
月
十
五
日
（
水
）
、
西
宮
市

立
子
育
て
総
合
セ
ン
タ
ー
附
属
あ
お
ぞ
ら

幼
稚
園
（
所
長
・
古
岡
敏
之
氏
／
園
長
・
家

門
淑
恵
氏
）
に
て
、
二
回
の
実
習
（
各
四
十

分
）
を
行
い
ま
し
た
。 

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
ま
ず
、
英
語
に
よ
る
ご
挨

拶
と
自
己
紹
介
で
ス
タ
ー
ト
。
続
い
て
、
虹

の
歌
“R

a
in
bo
w S

on
g

”
を
も
と
に
、
色
の

英
語
名
を
指
導
し
ま
し
た
。
そ
の
際
、
英
語

と
色
が
一
致
す
る
よ
う
に
、
色
紙
カ
ー
ド
や

虹
の
絵
を
用
い
る
な
ど
の
工
夫
を
施
し
ま

し
た
。
各
自
色
と
り
ど
り
の
ス
カ
ー
フ
を
振

り
つ
つ
ピ
ア
ノ
伴
奏
に
の
っ
て
歌
い
な
が

ら
踊
る
場
面
で
、
園
児
た
ち
は
一
段
と
元
気

に
！
学
生
は
、
要
所
要
所
で
英
語
の
発
音
や

歌
詞
を
指
導
し
ま
し
た
。
学
生
も
園
児
も
、

前
半
は
少
し
緊
張
気
味
で
し
た
が
、
後
半
に

は
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
和
や
か
な
雰
囲
気
の

う
ち
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

           

終
了
後
に

は
、
「
英
語
を

習
い
た
く
な

っ
た
！
」
「
ピ

ア
ノ
の
音
が

美
し
か
っ
た
」

な
ど
の
嬉
し

い
言
葉
も
も

ら
い
ま
し
た
。

今
後
の
発
展

が
楽
し
み
な

プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
す
。
初
め

て
の
試
み
に
も
か
か
わ
ら
ず
快
く
ご
協
力

下
さ
っ
た
あ
お
ぞ
ら
幼
稚
園
の
皆
様
に
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

（
松
川
峰
子
・
記
） 

            

             
  

吹
奏
楽
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

吹
奏
楽
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
自
分
の
専
門

分
野
の
知
識
を
生
か
し
て
中
学
校
の
部
活

動
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
も
の
で
、
昨
年
九
月

二
十
三
日
か
ら
月
に
二
、
三
回
の
ペ
ー
ス
で

西
宮
市
立
深
津
中
学
校
（
西
宮
市
深
津
町
六

番
七
十
五
号
、
足
立
隆
夫
校
長
、
音
楽
教

諭
・
柳
井
恵
子
先
生
）
に
て
演
奏
指
導
を
行

っ
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
フ
ル
ー
ト
パ

ー
ト
を
受
け
持
つ
二
人
の
生
徒
の
基
礎
練

習
や
本
番
が
近
い
曲
の
指
導
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。 

今
ま
で
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
し
か
指
導
を

し
た
こ
と
の
な
か
っ
た
私
は
グ
ル
ー
プ 

虹の色を覚えましょう 

色とりどりのスカーフを使って 

第 1 回ひよこプロジェクト参加者一同 

提供：讀賣新聞社（2006 年 11 月 17 日付） 
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ゲ
ス
ト
・
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー 

レ
ッ
ス
ン
の
難
し
さ
に
困
惑
し
ま
し
た
が
、 

生
徒
さ
ん
た
ち
が
と
て
も
や
る
気
に
満
ち

て
い
て
、
生
徒
さ
ん
た
ち
の
ほ
う
か
ら
進
ん

で
「
こ
こ
は
ど
う
吹
け
ば
よ
い
の
か
？
」「
も

っ
と
よ
い
音
を
鳴
ら
す
に
は
ど
う
し
た
ら

よ
い
の
か
？
」
な
ど
質
問
を
投
げ
か
け
て
き

て
く
れ
た
の
で
、
中
学
生
の
「
も
っ
と
上
手

に
な
り
た
い
！
」
と
い
う
熱
心
な
思
い
に
私

も
負
け
て
い
ら
れ
な
い
、
と
い
う
気
持
ち
に

な
り
ま
し
た
。
回
数
を
重
ね
る
毎
に
生
徒
さ

ん
と
も
打
ち
解
け
、
徐
々
に
指
導
の
コ
ツ
を

つ
か
む
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

「
ク
ラ
ブ
活
動
」
と
い
う
学
内
活
動
の
中

で
の
指
導
と
い
う
こ
と
で
、
生
徒
達
の
先

輩
・
後
輩
関
係
や
他
の
学
校
行
事
と
の
兼
ね

合
い
な
ど
、
な
か
な
か
難
し
い
点
も
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
こ
の
活
動
を
通
し
て
人
に
教

え
る
と
い
う
こ
と
は
自
分
自
身
の
演
奏
を

見
直
す
き
っ
か
け
に
も
な
る
と
強
く
感
じ

ま
し
た
。
教
え
る
こ
と
に
よ
り
私
自
身
も
た

く
さ
ん
の
こ
と
を
生
徒
か
ら
学
び
ま
し
た
。 

な
お
、
今
年
度
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
時

に
お
申
込
頂
い
た
中
学
校
の
全
て
に
お
伺 

い
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
申
し
訳
あ
り
ま
せ

ん
。
今
後
も
出
来
る
限
り
の
体
勢
で
少
し
ず

つ
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

（
片
岡
朗
子
・
記
） 

  

   

松
原
美
保
先
生 

 
            

十
二
月
四
日
、
十
一
日
（
月
）
の
両
日
、

ゲ
ス
ト
・
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
に
松
原
美
保
先
生

（
宝
塚
市
立
す
み
れ
ガ
丘
小
学
校
音
楽
教

諭
）
を
お
迎
え
し
、
小
学
生
に
ア
ウ
ト
リ
ー

チ
す
る
際
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
組
み
方
に
つ

い
て
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

履
修
生
（
三
回
生
）
は
、
グ
ル
ー
プ
毎
に

自
分
た
ち
で
考
え
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
案
を
披

露
し
ま
し
た
。
「
小
学
生
向
け
だ
か
ら
と
い

っ
て
、
小
学
生
皆
が
知
っ
て
い
る
よ
う
な
曲

ば
か
り
を
演
奏
す
る
の
で
は
な
く
、
少
し
難

し
い
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
曲
で
も
、
演
奏
者

が
そ
の
曲
の
魅
力
を
引
き
出
す
事
が
出
来

る
な
ら
ば
、
聴
衆
に
も
伝
わ
り
ま
す
」
な
ど
、

実
際
に
小
学
校
の
現
場
に
立
た
れ
て
い
る

先
生
か
ら
の
ア
ド
ヴ
ァ
イ
ス
は
と
て
も
貴

重
で
し
た
。
ま
た
、
学
生
か
ら
は
「
ア
ウ
ト

リ
ー
チ
が
い
か
に
難
し
い
も
の
で
あ
る
か

を
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
と
同
時
に
、
子
ど
も

達
を
ひ
き
つ
け
る
方
法
を
見
つ
け
る
ヒ
ン

ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
」
「
私
た
ち
は
小
学

生
の
目
線
で
考
え
て
み
よ
う
と
し
た
の
で

す
が
、
実
際
の
小
学
生
の
様
子
を
よ
く
知
ら

な
い
の
で
、
や
は
り
偏
っ
て
し
ま
っ
て
い
た

よ
う
で
す
」
「
現
場
に
立
つ
為
の
重
要
な
シ

ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
」

な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
絹
田
朋
子
・
記
） 

  

牧
野
淳
子
先
生 

 

十
二
月
十
八
日
（
月
）
、
ゲ
ス
ト
・
テ
ィ

ー
チ
ャ
ー
に
牧
野
淳
子
先
生
（
京
都
市
立
芸

術
大
学
、
亀
岡
市
交
流
活
動
セ
ン
タ
ー
非
常

勤
講
師
。
竹
に
関
わ
る
音
楽
の
文
化
の
研
究

を
行
う
。
各
地
で
創
造
的
な
音
楽
表
現
の
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
も
実
施
す
る
。
関
西
音

楽
教
育
研
究
会
代
表
）
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。 

 

先
生
は
音
楽
ゲ
ー
ム
を
通
し
、
聴
衆
と
一

緒
に
な
っ
て
音
楽
を
作
っ
て
い
く
こ
と
の

で
き
る
ア
イ
デ
ア
を
た
く
さ
ん
教
え
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
ト
ー
ン
チ
ャ
イ
ム
や
竹
楽

器
を
使
っ
た
音
楽
作
り
も
ご
紹
介
く
だ
さ

り
、
新
し
い
発
見
の
連
続
で
し
た
。 

学
生
か
ら
は
、
「
身
近
な
物
を
楽
器
に
し

て
豊
か
な
音
色
を
つ
く
り
、
親
し
み
を
持
つ

事
、
そ
れ
を
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
の
活
動
に
取
り

入
れ
る
事
が
大
切
で
あ
る
と
認
識
し
ま
し

た
」「
牧
野
先
生
の
人
柄
に
惹
か
れ
ま
し
た
。

お
話
、
説
明
の
仕
方
や
間
の
取
り
方
な
ど
、

吸
い
込
ま
れ
る
物
が
あ
り
、
い
つ
の
間
に
か

私
た
ち
も
一
所
懸
命
で
し
た
」
な
ど
の
声
が

聞
か
れ
ま
し
た
。 

 

（
絹
田
朋
子
・
記
） 

            

 



 - 8 - 

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
・
海
外
通
信 
講
演
会
シ
リ
ー
ズ 

   

仲
道
郁
代
氏 

「
音
楽
を
感
じ
る
と
い
う
こ
と
、 

伝
え
る
と
い
う
こ
と
」 

 

十
二
月
八
日
（
金
）、「
神
戸
女
学
院
大
学

音
楽
学
部
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
教
育
ア
ド
ヴ
ァ

イ
ザ
ー
」
に
お
迎
え
し
た
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
仲

道
郁
代
氏
の
講
演
会
を
行
い
ま
し
た
。
昨
年

度
に
引
き
続
き
二
回
目
の
講
演
会
と
な
っ

た
今
回
の
テ
ー
マ
は
、
「
ピ
ア
ノ
で
遊
ぶ
」

と
い
う
も
の
で
し
た
。 

そ
の
テ
ー
マ
の
通
り
、
た
だ
じ
っ
と
座
っ

て
お
話
を
聞
く
講
演
会
で
は
な
く
、
参
加
者

も
五
感
を
存
分
に
使
い
、
体
も
動
か
す
事
の

出
来
る
と
て
も
楽
し
い
も
の
で
し
た
。
田
中

カ
レ
ン
作
曲
の
《
光
の
こ
ど
も
た
ち
》
を
使

い
な
が
ら
、
香
り
、
風
景
、
気
温
、
天
気
な

ど
を
具
体
的
に
想
像
し
、
音
楽
か
ら
受
け
る

こ
と
の
出
来
る
感
覚
と
は
ど
う
い
っ
た
も

の
か
を
、
楽
し
く
、
し
か
し
と
て
も
深
く
掘

り
下
げ
て
、
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
膨
ら
ま

せ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
講
演
会
の
後
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
も
行
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、
将
来
音
楽

を
使
っ
て
仕
事
を
し
て
い
く
為
の
方
法
や
、

調
性
の
お
話
、
仲
道
さ
ん
ご
自
身
が
ベ
ー
ト

ー
ヴ
ェ
ン
全
曲
演
奏
会
を
通
し
て
感
じ
て

い
ら
っ
し
ゃ
る
事
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
事
を

お
話
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は

「
普
段
、
曲
の
タ
イ
ト
ル
や
標
題
、
テ
ー
マ

に
と
ら
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
講
演
会
中
に
周

り
の
人
を
見
回
す
と
、
曲
そ
の
も
の
の
イ
メ

ー
ジ
で
動
い
て
い
る
人
も
居
て
勉
強
に
な

り
ま
し
た
」
「
音
楽
家
と
い
う
の
は
、
自
分

の
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
こ
と
を
人
に
押
し

付
け
る
の
で
は
な
く
、
自
分
の
演
奏
を
通
じ

て
た
く
さ
ん
の
人
に
イ
メ
ー
ジ
作
り
の
き

っ
か
け
を
与
え
る
存
在
だ
と
思
い
ま
し
た
」

「
『
誰
も
完
成
し
た
と
思
っ
て
演
奏
し
て
い

る
人
は
い
な
い
。
ど
ん
ど
ん
弾
い
た
ら
い
い

の
よ
』
と
言
わ
れ
る
力
強
い
一
言
に
ハ
ッ
と

し
ま
し
た
」
と
い
っ
た
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。 
 
 
 
 
 
 

（
絹
田
朋
子
・
記
） 

            

   

南
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学 

ミ
ド
リ
・
セ
ン
タ
ー
の
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー 

 

絹
田 

朋
子 

 

南
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
の
ソ
ー
ン
ト

ン
音
楽
学
校
に
新
設
さ
れ
た
五
嶋
み
ど
り

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
・

セ
ン
タ
ー
に
て
六
月
二
十
五
日
か
ら
二
十

七
日
の
三
日
間
に
わ
た
り
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

の
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

全
米
、
そ
し
て
世
界
中
か
ら
二
十
名
あ
ま
り

の
音
楽
家
と
音
楽
家
を
目
指
す
者
達
が
集

ま
り
、
地
域
社
会
に
根
付
く
コ
ン
サ
ー
ト
を

行
う
た
め
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
目
的
と
な

っ
た
、
実
践
的
内
容
の
濃
い
セ
ミ
ナ
ー
で
し

た
。
講
師
は
五
嶋
み
ど
り
さ
ん
を
は
じ
め
、

音
楽
、
演
劇
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
多
岐
に
わ

た
る
専
門
家
達
が
集
結
し
、
提
示
さ
れ
る
ア

イ
デ
ア
や
コ
メ
ン
ト
の
多
様
さ
、
的
確
さ
に

驚
き
と
感
激
の
連
続
で
し
た
。 

セ
ミ
ナ
ー
期
間
中
は
朝
か
ら
晩
ま
で
み

っ
ち
り
と
予
定
が
組
ま
れ
、
講
義
で
は
「
音

楽
と
は
何
か
？
」
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
エ
ン

ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
と
は
何
か
？
」
と
い
う
よ
う

な
根
本
的
な
問
題
を
提
示
さ
れ
、
参
加
者
全

員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
を
出
し
合
っ
た
り
、

コ
ン
サ
ー
ト
の
ビ
デ
オ
を
見
な
が
ら
分
析

を
し
た
り
し
ま
し
た
。
ま
た
、
演
劇
の
要
素

を
取
り
入
れ
た
ク
ラ
ス
で
は
、
体
全
体
、
そ

し
て
そ
れ
を
取
り
巻
く
空
気
全
体
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
し
、
舞
台
上
で
表
現
す
る
方
法
な

ど
、
音
楽
を
聴
衆
に
伝
え
る
上
で
と
て
も
重

要
な
要
素
を
知
る
事
が
で
き
ま
し
た
。 

 

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
何
よ
り
も
大
変
だ

っ
た
事
は
、
毎
日
出
さ
れ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
課
題
で
し
た
。
一
日
目
の
課
題
は
、

五
、
六
人
ず
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
実
際

の
コ
ン
サ
ー
ト
を
想
定
し
、
演
奏
と
演
出
方

法
を
一
晩
で
作
り
上
げ
る
こ
と
で
し
た
。
二

日
目
は
別
の
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
「
数
日
後

に
控
え
た
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
コ
ン
サ
ー
ト

の
為
、
四
十
五
分
間
で
生
徒
達
に
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
を
楽
し
み
に
待
て
る
様
な
前
振
り
コ

ン
サ
ー
ト
を
考
え
、
そ
の
中
か
ら
、
十
分
間

の
プ
レ
ゼ
ン
を
せ
よ
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。

ど
ち
ら
の
課
題
も
会
っ
た
ば
か
り
の
パ
ー

ト
ナ
ー
と
短
時
間
の
う
ち
に
意
見
を
ま
と

め
る
こ
と
が
と
て
も
難
し
か
っ
た
で
す
。
し

か
し
、
難
し
い
だ
け
で
な
く
、
他
の
人
と
協

力
す
る
事
に
よ
っ
て
自
分
で
は
思
い
つ
か

な
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
る
事
が
で
き
た
時

に
は
感
激
も
大
き
い
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。 

今
回
が
五
嶋
み
ど
り
さ
ん
に
と
っ
て
も

初
め
て
の
試
み
だ
っ
た
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
で

す
が
、
と
て
も
有
意
義
で
内
容
の
濃
い
も
の

ディスカッションの様子 
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で
し
た
。
参
加
者
同
士
も
ハ
ー
ド
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
を
共
に
過
ご
す
事
に
よ
り
、
短
期
間
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
と
て
も
仲
良
く
な
る
事
が

で
き
ま
し
た
。 

 

          

「
教
育
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
協
会
」
第
一
回
総
会

（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
）
に
参
加
し
て 

 

津
上 

智
実 

 
 

二
〇
〇
七
年
一
月
十
一
日
（
木
）
に
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
の
ジ
ュ
リ
ア
ー
ド
音
楽
院
で
「
音

楽
院
な
ら
び
に
音
楽
大
学
に
お
け
る
教
育

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
協
会
」
第
一
回
年
次
総
会

（T
h

e
 

F
irst 

A
n

n
u

a
l 

C
o
n

fe
re

n
ce

 
o
f 

 

th
e
 

C
o
n

so
rtiu

m
 

fo
r 

E
d

u
ca

tio
n

a
l 

O
u

tre
a

ch
 

a
t 

C
o
n

se
rv

a
to

rie
s 

a
n

d
 

S
ch

o
o
ls o

f M
u

sic

）
が
開
か
れ
、
十
二
の

音
楽
大
学
な
ら
び
に
音
楽
院
か
ら
ア
ウ
ト

リ
ー
チ
の
担
当
者
十
六
人
が
集
ま
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
昨
年
六
月
九
日
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
と
ボ
ス
ト
ン
の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
担
当
者

ら
が
ボ
ス
ト
ン
で
交
流
の
場
を
持
っ
た
の

を
き
っ
か
け
に
、
半
年
の
準
備
期
間
を
経
て

最
初
の
公
式
会
議
と
し
て
実
現
し
た
も
の

で
す
。
実
は
こ
れ
に
は
女
学
院
も
無
縁
で
は

な
く
、
昨
年
六
月
の
交
流
会
に
「
二
〇
〇
八

年
初
夏
に
日
本
で
国
際
会
議
が
で
き
な
い

か
」
と
い
う
提
案
を
（
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
音
楽

院
の
レ
ベ
ッ
カ
・
チ
ャ
ル
ナ
ウ
氏
を
介
し

て
）
行
っ
た
と
こ
ろ
、
日
本
ま
で
の
旅
費
が

準
備
で
き
な
い
の
で
、
む
し
ろ
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
で
集
ま
る
方
が
現
実
的
と
の
返
事
が
返

っ
て
き
ま
し
た
。 

 

参
加
校
は
ア
メ
リ
カ
か
ら
十
一
校
（
別
表

の
参
加
校
一
覧
を
参
照
）
と
日
本
か
ら
一
校

（
神
戸
女
学
院
大
学
）
で
、
ア
メ
リ
カ
の
ア

ウ
ト
リ
ー
チ
の
状
況
を
概
観
す
る
よ
い
機

会
と
な
り
ま
し
た
。
最
も
充
実
し
て
い
る
の

は
ジ
ュ
リ
ア
ー
ド
音
楽
院
（
ス
タ
ッ
フ
八
人
、

奨
学
金
つ
き
教
育
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
・
プ
ロ
グ

ラ
ム
八
種
、
年
間
四
十
五
カ
所
で
百
五
十
回

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
コ
ン
サ
ー
ト
）
と
マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
音
楽
院
（
ス
タ
ッ
フ
六
人
、
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
／
オ
ペ
ラ
と
音
楽
劇
／ 

ジ
ャ
ズ

の
三
分
野
で
レ
ジ
デ
ン
シ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
展
開
、
地
域
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
多
数
）
で
、

午
前
中
は
こ
の
二
校
の
発
表
と
質
疑
応
答

に
終
始
し
ま
し
た
。
昼
食
の
サ
ン
ド
イ
ッ
チ

を
つ
ま
み
な
が
ら
他
校
の
発
表
が
続
け
ら

れ
ま
し
た
が
、
地
域
の
八
十
五
団
体
と
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
組
ん
で
年
間
三
百
ほ
ど

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
現
し
て
い
る
ニ
ュ
ー

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
音
楽
院
、
週
一
日
勤
務
の
非

常
勤
の
ス
タ
ッ
フ
が
年
間
三
十
回
ほ
ど
の

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
を
こ
な
し
て
い
る
カ
ー
チ

ス
音
楽
大
学
、
修
了
演
奏
の
前
に
少
な
く
と

も
地
域
の
二
カ
所
で
の
演
奏
を
課
し
て
い

る
イ
エ
ー
ル
音
楽
院
、
写
真
入
り
の
ニ
ュ
ー

ス
レ
タ
ー
を
定
期
発
行
し
て
い
る
ピ
ー
ボ

デ
ィ
ー
音
楽
院
、
昨
年
六
月
に
ミ
ド
リ
・
セ

ン
タ
ー
を
設
立
し
た
南
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

大
学
な
ど
、
各
校
の
取
組
は
ま
さ
に
十
人
十

色
で
し
た
。
学
内
で
の
位
置
づ
け
、
ス
タ
ッ

フ
の
配
置
と
身
分
、
予
算
、
教
育
と
の
リ
ン

ク
、
単
位
の
有
無
な
ど
大
学
ご
と
に
違
い
と

特
徴
が
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
が
あ
る

こ
と
、
同
時
に
そ
れ
ぞ
れ
問
題
を
抱
え
な
が

ら
も
使
命
感
を
も
っ
て
実
践
し
て
い
る
こ

と
が
実
感
で
き
て
勇
気
を
与
え
ら
れ
ま
し

た
。 

 
ち
な
み
に
パ
ー
チ
ェ
ス
音
楽
大
学
か
ら

は
学
長
と
副
学
長
が
参
加
し
、
地
域
で
の
コ

ン
サ
ー
ト
な
ど
を
活
発
に
行
っ
て
い
る
の

に
、
そ
れ
が
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
と
し
て
目
に
見

え
る
形
に
な
っ
て
い
な
い
の
で
、
こ
れ
か
ら

す
ぐ
に
も
形
に
し
た
い
と
熱
心
に
議
論
に

加
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
ジ
ュ
リ
ア
ー

ド
音
楽
院
と
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
音
楽
院
が
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
充
実
に
伴
っ
て
新
規
職
員
を

採
用
し
て
い
る
の
も
印
象
的
で
し
た
。 

 

神
戸
女
学
院
の
発
表
で
は
、
ア
ウ
ト
リ
ー

チ
活
動
の
紹
介
に
加
え
て
、
ア
メ
リ
カ
と
日

本
の
公
教
育
に
お
け
る
音
楽
教
育
の
あ
り

方
の
違
い
を
示
し
た
上
で
（
日
本
の
充
実
振

り
に
拍
手
が
起
こ
り
ま
し
た
）
、
ア
ウ
ト
リ

ー
チ
が
学
生
に
も
た
ら
す
教
育
的
な
効
果

と
意
義
を
論
じ
ま
し
た
。
用
意
し
て
い
っ
た

英
文
の
配
布
資
料
と
も
ど
も
好
評
で
、
来
た

甲
斐
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。 

 

今
後
、
次
の
総
会
を
開
く
の
に
加
え
て
、

メ
ー
リ
ン
グ
・
リ
ス
ト
を
構
築
し
て
情
報
交

換
を
計
っ
て
い
く
こ
と
、
グ
ル
ー
プ
で
の
勉

強
会
を
持
つ
こ
と
、
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
を
発

行
す
る
こ
と
な
ど
を
目
指
す
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
が
さ
ら
に
大
き
な
う
ね
り
と

な
る
こ
と
を
祈
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

           

参加校一覧（および参加人数） 
 
Kobe College（1） 

Curtis Institute of Music（1） 

North Carolina School of the Arts（1） 

Purchase College Conserv. of Music（2） 

Peabody Institute of Music（1） 

Yale School of Music（1） 

Manhattan School of Music（2） 

New England Conservatory（1） 

The Juilliard School（3） 

Berklee College of Music（1） 

USC Thornton School of Music（1） 

The Colburn School of Music（1） 

 

 

クラスメイトたちと 
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履
修
生
紹
介 

   

三
回
生
の
後
期
か
ら
一
年
半
、
「
音
楽
に
よ

る
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
」
を
履
修
し
て
き
た
四
回

生
十
一
名
、
一
人
ひ
と
り
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
で
す
。 

 

 

海
老
原
ゆ
か
り
（
声
楽
） 

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
の
授
業

で
は
本
当
に
良
い
経
験

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
大
変
な
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
、

全
て
の
こ
と
が
良
い
思

い
出
で
す
。
楽
し
む
こ
と
を
忘
れ
ず
に
、
良

い
経
験
を
積
み
重
ね
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

 

 

藤
村
真
代
（
ピ
ア
ノ
） 

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
は
学
校

の
授
業
だ
け
で
は
学
べ

な
い
た
く
さ
ん
の
こ
と

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
れ
は
何
な
の
か
。

受
講
し
て
自
分
が
や
っ
て
み
て
初
め
て
わ

か
り
ま
す
。
あ
ら
ゆ
る
貴
重
な
経
験
が
で
き

た
こ
と
を
大
変
光
栄
に
思
い
ま
す 

 

  

 

今
井
さ
つ
き
（
フ
ル
ー
ト
） 

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動
を

通
し
て
た
く
さ
ん
の

方
々
と
出
会
う
こ
と
が

で
き
、
と
て
も
貴
重
な
体

験
が
で
き
ま
し
た
。
音
楽

の
も
つ
力
の
す
ご
さ
や
音
楽
の
楽
し
さ
な

ど
を
改
め
て
実
感
し
、
「
音
楽
を
や
っ
て
い

て
よ
か
っ
た
な
ぁ
」
と
心
か
ら
思
い
ま
し
た
。

自
分
達
で
創
り
あ
げ
る
た
め
と
て
も
大
変

で
す
が
、
そ
れ
だ
け
や
り
甲
斐
が
あ
り
ま
す
。

講
義
や
実
習
で
学
ん
だ
こ
と
は
、
卒
業
し
て

か
ら
も
ず
っ
と
生
か
し
て
い
け
る
と
思
い

ま
す
。 

 

川
勝
さ
ち
こ
（
オ
ル
ガ
ン
）

企
画
か
ら
演
奏
ま
で
、
実

際
に
体
験
で
き
た
の
で
、

普
通
の
授
業
と
は
違
う

も
の
が
学
べ
ま
し
た
。
多

く
の
人
に
助
け
ら
れ
つ

つ
取
り
組
め
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！ 

   

 

 

西
村
遥
子
（
ピ
ア
ノ
）

こ
の
二
年
、
ア
ウ
ト
リ

ー
チ
活
動
を
通
し
て

様
々
な
こ
と
を
学
び
ま

し
た
。
楽
し
か
っ
た
こ

と
、
大
変
だ
っ
た
こ
と
、

反
省
し
た
こ
と
…
。
全
て
を
含
め
て
、
音
楽

を
や
っ
て
い
て
よ
か
っ
た
と
本
当
に
思
え

ま
す
。
こ
の
二
年
で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し

て
卒
業
後
も
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。 

 

 

白
坂
亜
紀
（
ピ
ア
ノ
） 

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
を
通
し

て
多
く
の
人
々
と
出
会

い
、
様
々
な
場
所
で
の

音
楽
の
可
能
性
を
知
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

学
生
だ
か
ら
と
い
っ
て
一
個
人
の
演
奏
家

と
し
て
舞
台
に
立
つ
の
だ
か
ら
、
甘
え
は
き

か
な
い
と
い
う
厳
し
い
面
も
あ
り
ま
す
が
、

だ
か
ら
こ
そ
今
の
自
分
に
足
ら
な
い
も
の

は
何
な
の
か
深
く
考
え
、
仲
間
た
ち
と
音
楽

観
を
ぶ
つ
け
合
い
な
が
ら
学
ん
で
い
け
た

と
思
い
ま
す
。 

 

高
林
保
子
（
声
楽
）
ア

ウ
ト
リ
ー
チ
は
、
色
々

な
場
所
で
演
奏
で
き
る

だ
け
で
な
く
、
聴
衆
に

語
り
か
け
る
こ
と
や
リ

ト
ミ
ッ
ク
な
ど
様
々
な

事
に
挑
戦
で
き
る
い
い
機
会
な
の
で
、
後
輩

の
皆
さ
ん
も
ど
ん
ど
ん
い
ろ
ん
な
事
に
挑

戦
し
て
み
て
下
さ
い
。 

 

谷
優
似
子
（
ピ
ア
ノ
）

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
は
大
変

な
面
も
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
分
、
勉
強
に
な
る
こ
と

も
多
く
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
一
人
で
は
な
く
皆

で
演
奏
す
る
こ
と
、
色
ん
な
と
こ
ろ
に
行
っ

て
、
色
ん
な
人
達
と
触
れ
合
う
こ
と
。 

き
っ
と
生
き
て
い
く
中
で
役
に
立
つ
と
思

い
ま
す
！ 

 

谷
田
奈
央
（
声
楽
）
こ

の
授
業
を
履
修
し
た
こ

と
は
私
に
と
っ
て
一
生

の
宝
物
と
な
り
ま
し
た
。

卒
業
後
に
自
ら
演
奏
の

場
を
探
し
出
す
力
、
新

た
に
発
見
で
き
た
自
分
の
長
所
、
ど
ん
な
に

大
変
で
も
投
げ
出
さ
ず
や
り
遂
げ
る
根
気
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と
忍
耐
、
そ
し
て
何
よ
り
も
演
奏
で
き
る 

喜
び
！
私
の
こ
の
一
年
半
は
、
ア
ウ
ト
リ
ー

チ
抜
き
で
は
語
れ
ま
せ
ん
。
下
級
生
の
皆
さ

ん
、
ぜ
ひ
履
修
し
て
演
奏
で
き
る
喜
び
を
感

じ
て
下
さ
い
！ 

 

上
原
梨
絵
（
フ
ル
ー
ト
）

一
年
半
ア
ウ
ト
リ
ー
チ

活
動
に
参
加
で
き
て
、

と
て
も
よ
い
経
験
に
な

り
ま
し
た
。
短
期
間
に

多
く
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
あ
り
色
々
な
経
験
が
で
き
た
の
は
よ
か

っ
た
の
で
す
が
、
前
期
は
少
し
忙
し
す
ぎ
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。
一
つ
一
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
も
う
少
し
時
間
を
か
け
て
で
き
れ

ば
よ
か
っ
た
か
な
と
思
い
ま
し
た
。
で
も
こ

の
活
動
を
通
じ
て
出
会
え
た
仲
間
や
人
々

は
私
の
宝
物
で
す
。
み
ん
な
あ
り
が
と
ぅ
★ 

  

山
上
綾
華
（
フ
ル
ー
ト
）

い
ろ
い
ろ
な
場
所
で
ア

ウ
ト
リ
ー
チ
活
動
を
行

い
、
人
々
に
音
楽
を
届
け

る
喜
び
を
知
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
の
貴
重

な
経
験
を
今
後
の
音
楽
人
生
に
生
か
せ
た

ら
、
と
思
い
ま
す
。 

                             

                             

                             

東
瑛
子
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
） 

五
反
田
玲
子
（
ピ
ア
ノ
） 

今
中
百
合
（
ピ
ア
ノ
） 

井
上
香
菜
（
ピ
ア
ノ
） 

片
岡
朗
子
（
フ
ル
ー
ト
） 

岸
田
か
お
り
（
ピ
ア
ノ
） 

小
林
祥
子
（
ピ
ア
ノ
） 

松
本
真
奈
（
声
楽
） 

森
理
菜
（
ピ
ア
ノ
） 

森
下
聡
子
（
ピ
ア
ノ
） 

中
須
賀
真
弓
（
ピ
ア
ノ
） 

西
ヶ
谷
佳
那
（
ピ
ア
ノ
） 

奥
田
敏
子
（
声
楽
） 

新
宅
亜
衣
（
ピ
ア
ノ
） 

杉
原
真
弓
（
ピ
ア
ノ
） 

田
中
美
穂
（
ピ
ア
ノ
） 

東
城
彩
香
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
） 

山
田
は
る
か
（
声
楽
） 

山
本
佳
苗
（
ピ
ア
ノ
） 

金
村
麻
伊
（
声
楽
） 

～３回生の「音楽によるアウトリーチ」履修生～ 

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - お知らせ - - - - - - - - - 

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - -  
 

7 月 7 日（土） 子どものための七夕コンサート 

10 月 20 日（土） 子どものためのスペシャル・コンサート 
 

その他、詳細はホームページをご覧ください。 

http://www.kobe-c.ac.jp/musicdp/outreach 
 

♪ 
 

次号（第 7号）は、6月発行予定です。 

新規送付ご希望の方は、outreach@mail.kobe-c.ac.jp までご連絡ください。 
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＊ 子どものためのコンサート・シリーズ ＊ 
 

7 月１日 「子どものための七夕コンサート」 

10 月 21 日 「子どものためのオルガン・コンサート」 

12 月 16 日 「子どものためのクリスマス・コンサート」 

 
＊ アウトリーチ ＊ 
 

5 月 12 日  大阪市立総合医療センター 

5 月 26 日 兵庫県立こやの里養護学校在宅訪問教育部 

7 月 10 日 神戸市立本山第二小学校 

8 月 3 日 神戸医療センター 

9 月 7 日 神戸市立中央市民病院 

10 月 10 日 神戸女学院中学部オルガン・アウトリーチ 

10 月 12 日 西宮市立今津幼稚園 

10 月 20 日 西宮市立夙川幼稚園 

10 月 23 日 西宮市立上ヶ原幼稚園 

11 月 29 日 神戸市立中央市民病院 

12 月 14 日 神戸医療センター 

12 月 18 日 雲雀丘学園小学校 

1 月 31 日 西宮市立甲陽園小学校 
 
 

 

＊ 長期プロジェクト ＊ 

 

6 月 16 日 五嶋みどり・養護学校プロジェクト 

11 月 10 日 養護学校プロジェクト（第 1 回） 

11 月 15 日 ひよこプロジェクト 

11 月 17 日 養護学校プロジェクト（第 2 回） 

12 月 1 日 養護学校プロジェクト（第 3 回） 

2 月 2 日 養護学校プロジェクト（第 4 回） 

2 月 9 日 養護学校プロジェクト（第 5 回） 

2 月 16 日 養護学校プロジェクト（第 6 回） 

 

 

 

「音楽によるアウトリーチ」 

「アウトリーチ」とは、「一歩踏み出すこと」「手をさしのべること」。 

大学やホールといった従来の枠にとらわれずに、社会のさまざまな場にすてきな音楽のプログラムをお届けします。 
 

♪小中学校へ：総合的学習支援プログラムとして、  ♪病院や美術館へ：催しの趣旨に沿った手作りの音楽 

子どものための楽しい体験学習を！           プログラムを、心をこめてお届けします。 
 

お問い合わせは… 

神戸女学院大学音楽学部 アウトリーチ・センター 
〒662-8505 西宮市岡田山 4-1  TEL＆FAX : 0798-51-8584 

E-mail：outreach@mail.kobe-c.ac.jp  http://www.kobe-c.ac.jp/musicdp/outreach/ 
 

♪音楽をお届けします♪ 

 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -  編 集 後 記 - - - - - - - - 

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 

今年度も皆さんに支えられ、活動することができました。ありがとうございました！！ (早野） 

今回は 12 ページの特大号！この勢いでこれからも活動していきます。 (寺澤） 

今年度も終わりに近づきました。来年度も実り豊かな一年となりますように！ (松川） 

多くの実習をこなした 4回生、卒業後の活躍が楽しみです。 (中村） 

 どんどん成長していく学生さん…私も成長しないとおいてかれちゃう！！(南） 

あっという間の一年間でした。来年度は一体どんなことがおこるのでしょうか！？ (絹田） 

8 ページで始まった通信が、ついに 12 ページに！これもアウトリーチの成長の軌跡です。 (津上) 

♪ 2006 年度の実習歴 ♪ 

2 月の養護学校プロジェクト

については、第 7 号（6月）

でご報告いたします！ 

 


